
(1)第 70号 桜 陵 会 近 畿 支 部 会 報 「 や ま び こ 」 平成 30年 1月 1日

女
性
会
員
の
減
少
を
嘆
く

役
員
た
ち
の
苦
肉
の
策
で
、

女
性
支
部
長
を
と
い
う
声
に

押
さ
れ
て
、
年
齢
を
省
み
ず

６
代
目
支
部
長
に
就
任
し
た

員
野
で
す
。

桜
陵
会
近
畿
支
部
が
誕
生

し
た
昭
和
５４
年
、
私
は
４２
歳

の
花
ざ
か
り
で
し
た
。
花
ざ

員

野

春

美

か

り

だ

っ
た

な

ど

と

思

え

る

の

も

今

だ

か

ら

で

あ

っ
て
、

当

時

の
私

は

、

仕

事

や

家

族

の

悩

み

を

い

っ
ぱ

い
抱

え

た

町

工

場

の

長

男

の

嫁

で
、

暗

く

、

？

ら
い
日

々

で
し

た
。

全

国

版

に

な

っ
た

母

校

の

名

前

の
誇

ら

し

さ

、

嬉

し

さ

、

桜

陵

会

の
集

ま

り

に

出

て

く

る

だ

け

で

心

が

癒

さ

れ

ま

し

た

。

ひ

ょ
ん

な

思

い

つ
き

で
、

ず

ぶ

の
素

人

の

私

が

、

機

関

紙

「
や

ま

び

こ
」

を

始

め

た

関

係

で
、

桜

陵

会

と

は

、
　

つ

か

ず

、

離

れ

ず

の

い

い

関

係

で
来

た

の

に
、　

こ

の

年

齢

に

な

っ
て
大

役

を

仰

せ

つ
か

る

と

は

、

恩

返

し

せ

ず

に

逝

っ

て

は

な

ら

な

い

と

い

う

神

の

思

し

召

し

か

も

し

れ

ま

せ

ん
。

あ

の

時

、

あ

の
想

い

を

共

感

し

た

み

な

さ

ま

、

ど

う

か

思

い
出

し

て
下

さ

い
。

そ

し

て
私

に

力

を

貸

し

て
下

さ

い
。

私

よ

り

一
つ

で
も

若

い

あ

な

た

、

「
や

ま

び

こ
」

に
応

え

て

下

さ

い
。

会

費

の
納

入

、

総

会

等

へ

の
出

席

、

ど

う

か

よ

ろ

し

く

お
願

い

い
た

し

ま

す
。

第
４０
回
近
畿
支
部
定
期
総

会
と
「
や
ま
び
こ
の
つ
ど
い
」

が
、
平
成
２９
年
７
月
２３
日
（日
）

午
前
１１
時
か
ら
、
ホ
テ
ル
ア

ウ
ィ
ー
ナ
大
阪
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
、
員
鍋
和
三

郎
桜
陵
会
本
部
会
長
、
中
尾

正
輝
徳
島
支
部
支
部
長
、
竹

内
圭
介
池
田
高
校
校
長
、
福

田
雅
敏
徳
島
県
大
阪
本
部
副

本
部
長
を
お
迎
え
し
、
総
勢

４０
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

総
会
は
、
川
原
達
夫
さ
ん

（昭
４７
卒
）
の
司
会
に
よ
り
、

校
歌
斉
唱
、
物
故
会
員

へ
の

黙
祷
を
捧
げ
た
後
、
谷
内
支

部
長
（昭
３８
卒
）
の
挨
拶
に
続

き
、
来
賓
の
皆
様
か
ら
も
ご

祝
辞
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

員
鍋
会
長
か
ら
は
、
野
球

部
の
甲
子
園
出
場
は
出
来
な

か
っ
た
が
、
井
上
監
督
の
下
、

い
い
選
手
が
入
り
、
来
年
は

期
待
で
き
る
。
ま
た
、
竹
内

校
長
か
ら
は
、
３
校
統
合
に

よ
り
新
し
い
制
服
を
作
り

「質
実
剛
健
」
を
モ
ッ
ト
ー
と

し
部
活
動
等
を
通
じ
て
地
域

社
会
の
活
性
を
図
る
と
お
話

が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
佐
竹
勝
久
さ
ん

（昭
４２
卒
）
を
議
長
に
選
出
し

て
議
事
の
審
議
に
入
り
、
平
成

２８
年
度
活
動
報
告
並
び
に

会
計

・
監
査
報
告
、
続
い
て

平
成
２９
年
度
活
動
計
画
（案
）

が
そ
れ
ぞ
れ
承
認
可
決
さ
れ

た
後
、
任
期
満
了
に
伴
う
役

員
改
選
の
議
事
に
移
り
、
事

務
局
が
用
意
し
た
案
を
提
示

し
承
認
を
得
ま
し
た
。

新
役
員
は
第
６
代
支
部
長

と
し
て
、
谷
内
秀
美
さ
ん
か

ら
員
野
春
美
さ
ん
（昭
３‐
卒
）

に
引
き
継
が
れ
、
悪
化
す
る

支
部
財
政
の
立
て
直
し
や
減

少
す
る
会
員
の
増
強
等
の
課

題
は
、
新
体
制
で
取
り
組
む

こ
と
と
な
リ
キ
し
た
。

そ
の
他
の
役
員
は
、
浦
泉

洋
志
さ
ん
（昭
３７
卒
）
が
副
支

部
長
に
異
動
し
、
新
し
く
内

田
賀
久
さ
ん
（昭
３３
卒
）
、
辺

見
豊
子
さ
ん
（
昭
４３
卒
）
、
松

根
頼
明
さ
ん
（
昭
４４
卒
）
、
西

村
秀
美
さ
ん
（昭
４８
卒
）
が
理

事
に
、
原
田

稔
さ
ん
（昭
３‐

卒
）
が
監
査
役
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
ｏ
　
　
一

第40回

～役員改選他承認～

第6代支部長に員野春美氏 (昭31卒 )を選出

の
ご
挨

新
支
部

支
部
長
退
任
の
挨
拶

谷

内

秀

美

（昭
３８
卒
）

前

。
井
上
恵
支
部
長
よ
り
指

名
を
受
け
、
大
任
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
繋
ぎ
の
気
持
ち
で

お
引
き
受
け
し
た
６
年
間

（平
成
２３
～
２９
年
）
で
し
た
。

会
員
の
皆
様
、
役
員
の
皆

様
、
特
に
当
時
の
中
谷
義
治

事

務

局

長

（
残

念

な

が

ら

任

期

３

年

目

で
事

故

死

さ

れ

た

）

や

、

そ

の
後

を

引

き

継

い
だ

華

本

事

務

局

長

に

は

、

リ

ー

ダ

ー

シ

ッ
プ

を

発

揮

さ

れ

大

き
な
力

で
私
ξ
支
え
て
頂
き

ま
し
た
こ
と
い
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
．。

在

任

中

、

印

象

に

残

っ
た

こ

と

は

、

母

校

の

９０

周

年

の

式

典

参

加

や

、

野

球

部

が

２８

年
ぶ
り
に
甲
子
園
出
場
し
た

事
で
す
．
特
に
ア
ル
プ
ス
ス

タ
ン
ド
で
の
校
歌
斉
唱
は
感

無
量
で
し
た
。

問
題

全
局
齢
等
や
会
員
減
）

の
山
積
で
は
あ
り
ま
す
が
、

員
野
新
支
部
長
に
後
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
、
簡
単
で
は
ご
ざ
い
キ
す

が
挨
拶
に
か
え
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

（別
掲

「役
員
の
紹
介
」
参
照
）

元
役
員
の
辺
見
さ
ん
と
西
村

さ
ん
は
再
就
任
と
な
り
ま
し

た
。ま

た
、　
こ
れ
ま
で
役
員
と

し
て
頑
張

っ
て
こ
ら
れ
た
谷

内
支
部
長
は
顧
間
に
就
任
し
、

岡
上
妙
子
さ
ん

（昭
４．
卒
）
、

内
田
千
恵
美
さ
ん
（昭
４９
卒
）、

宮
内
仁

一
さ
ん
（昭
６‐
卒
）
は

退
任
致
し
ま
し
た
。

会
員
よ
り
赤
字
決
算
の
今

後
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、

華
本
事
務
局
長
よ
り
当
面
は

「
や
ま
び
こ
」
発
行
回
数
を
年

１
回
と
す
る
緊
急
避
難
策

（ゃ
ま
び
こ
６８
号
掲
載
）
を
説

明
し
て
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、

講
演
会
と
し
て

講
師
に
阿
波
国
古
代
研
究
所

。

藤
井
榮
氏
を
お
招
き
し
、
『
古

代
阿
波
と
畿
内
地
方
～
日
本

の
元
つ
国
と
開
拓
地
に
つ
い

て
～
』
の
テ
ー
マ
で
熱
弁
し

て
頂
き
ま
し
た
。
（２
面
に
講

演
要
旨
）

休
憩
の
後
、
「
や
ま
び
こ
の

つ
ど
い
」
は
、
員
野
春
美
新

支
部
長
の
就
任
挨
拶
と
乾
杯

の
ご
発
声
に
よ
り
懇
親
会
が

始
ま
り
、
し
ば
ら
く
食
事
を

し
な
が
ら
歓
談
し
ま
し
た
。

最
後
は
、
石
川
元
信
さ
ん

（昭
２５
卒
）
の
万
歳
三
唱
と
谷

内
前
支
部
長
よ
り

６
年
間
支

部
長
を
し
て
、
支
部

の
皆
さ

ん
に
お
世
話
に
な

っ
た
お
礼

の
挨
拶
が
あ
り
、
盛
会
の
う

ち
に
総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

【事
務
局
】

任

長
拶

総 会 参 力□の み な さ ん

ご挨 拶 され る竹 内校 長

平 成 29年 6月 21日

平成 28年度 決算報告書

(自 )平成 28年 4月 1日

(至)平成 29年 3月 31日

収 入 の 部 支 出 の 部

科 目 金 額 (円 ) 科 目 金 額 (円 )

年 費 697、 200 総 会 関 係 費 368 254

総 会 会 費 304 000 新 年 会 関 係 管 145 185

新 年 会 会 費 183000 本 部 関 係 費 94 280

広  告   料 5 000 FやまびJ関係菅 488 340

寄  付  金 26 600 『やまびこ』郵送費 286122
受 取  利  息 1,384 事 務 通 信 費 b8.139

年会費預り金充当 551 07R 諸 会 議 管 37 918

前 期 繰 越 金 △241、 148 慶  弔  費 30.000

口座振 込手数 料 21 876

徳島県人会年会費 10 000

合   計 1,540′ 109 合   計 1′ 540′ 109

繰越金明細 ①資  産 現 金
定期預 金 /郵 使 局

98,737円

500000円

普通 預 金 /郵 使局       134190「 l

言「 732.927円

②負  債 年会費預 り金  1,284000円
差引繰越金 ① ―②     △551073円

平成29年 6月 21日

上記の通 り報告いたします。   会 計 吉田 倫子 ⑪

監査の結果、上記の通り正確なことを認めます。
監査役 鈴木 宣康 ⑪

浦泉 洋志 〇

新年二札会のご案蒟
日時 1月 8日 (祝)11時 30分～14時

(受付は11時から)

場所 北京料理「徐園J

(大 阪市西区)

会費 男性7千 円 (女性 6千 円)

参加申込みは、事前に事務局まで。

題字 蔦 文 也

第 70号
徳島県立池田高等学校

桜陵会近畿支部
奈良県北葛城郡王寺町元町

2-11-3(華 本方)

TEL・ FAX(0745)324792

美 濃 田 の 淵
一陽会会員 大 東 明 宏 鯛 52卒、神戸市在住 )

阿波の青石が古野りIの侵食 を受 けてで きた景勝地。

近 くにキ ャンプ場やバ ンガ ローが あ って夏 はにぎ

わ う●JN、 年末 に訪れる人 はな く、 自分一人だけで、
この景観 を楽 しんで きた。

人
物
歳
時

人
を
大
事
に

竹
國
洋
正
さ
ん

み祟勒な事鯰》熱̈の‐こ戸̈一

執
務
室
で
お
話
を
伺
っ
た
。
竹
団

さ
ん
は
、
従
業
員
３
千
人
と
い
う

企
業
や
病
院
等
に
食
事
を
提
供
す

る
会
社

「
日
米
グ
ル
ー
プ
」
の
特

別
顧
間
で
、
よ
く
透
る
声
、
と
て

も
８０
過
ぎ
と
は
思
え
な
い
身
の
こ

な
し
で
圧
倒
さ
れ
た
☆
多
く
の
人

と
の
出
会
い
、
人
の
恩
で
こ
こ
ま

で
こ
ら
れ
た
と
言
い
な
が
ら

「人

が
一
番
、
人
を
大
切
に
」
と
い
う

言
葉
を
何
度
も
、
何
度
も
口
に
さ

れ
た
☆
池
高
卒
業
後
、
胃
腸
関
係

の
大
病
を
さ
れ
、
進
学
を
断
念
さ

れ
た
が
、
米
谷
孝
氏
と
い
う
先
代

社
長
に
籍
会
わ
れ
、
心
酔
し
、
そ

の
人
に
つ
い
て
き
で
今
日
が
あ
る

と
い
う
。
ま
た
、

１０
年
前
に
膵
臓

か
ん
の
手
術
か
ら
生
還
し
た
奇
跡

の
人
で
も
あ
る
☆
何
と
い
っ
て
も

阪
神
大
震
災
か
ら
の
復
興
が

一
番

大
変
だ
っ
た
。
会
社
も
大
き
な
損

害
に
遭
い
な
が
ら
、
被
災
社
員
に

一
律
３０
万
円
の
見
舞
金
支
給
の
決

断
を
下
さ
れ
た
の
も
竹
國
さ
ん
だ
っ

た
。
２
百
数
十
名
と
い
う
被
災
社

員
の
家
族
も
含
め
一
人
も
死
者
が

出
な
か
っ
た
の
が
何
よ
り
だ
っ
た

と
い
う
。
そ
ん
な
時
、
姫
路
ま
で

来
て
く
れ
た
兄

（池
田
町
役
場
助

役
）
が
手
渡
し
て
く
れ
た
貯
金
通

帳
と
ハ
ン
コ
。
父
亡
き
あ
と
親
代

わ
り
の
兄
の
や
さ
し
さ
は
今
も
な

お
続
い
て
い
る
☆
家
庭
に
あ
っ
て

は
、
よ
き
夫
、
３
人
の
子
の
よ
き

父
。
趣
味
は
ゴ
ル
フ
と
、
毎
朝
１

時
間
の
万
歩
。
竹
國
さ
ん
を
慕

っ

て
神
戸
在
住
の
桜
陵
会
員
は
よ
く

集
ま
る
と
い
う
。
こ
ん
な
大
き
な

人
を
知
ら
な
か
っ
た
と
は
、
「
人

物
歳
時
記
」
の
役
割
も
い
ま
だ
し

で
あ
る
。
昭
和
３０
年
卒
、
三
縄
出

身
、
明
石
市
在
住
。

【文
・員
野
春
美
】



平成 30年 1月 1日 桜 陵 会 近 畿 支 部 会 報 「 や ま び こ 」 第70号 (2)

『や
ま
ず
こ
』
発
行
回
数
の
変
国

～
当
面
の
間

年
１
回
に
～

３０姜一Ｆ物鴫蒔却絆」と平嘲
一たします。　　【事務局】

「
や
ま
び
こ
」
が
泣
い
て
い
ま
す

み
な
さ
ま
の
心
を
つ
な

ぃ
で
３５
年
、
今
、
「
や
ま
び

こ
」
が
泣
い
て
い
ま
す
。

近
畿
支
部
の
財
源
は
、

み
な
さ
ま
か
ら
お
頂
か
り

し

て

い

る

年

会

費

１

２

０

０

円

の

み

で

す

。

か

つ

て

は

５

割

の
方

が

納

め

て

下

さ

っ
て

い

た

時

代

も

あ

り

ま

し

た

が

、

亡

く

な

ら

れ

る
方
も
増
え
て
、
だ
ん
だ

ん
と
減
っ
て
い
き
、
今
は
、

や
っ
と
２
割
と
い
う
の
が

現

状

で
す

。

７‐

号

か

ら

、

年

１

回

の
発

行

と

決

め

ざ

る
を

得

ま
せ

ん
。

過

去

に

遡

っ
て

ま

で

と

は

言

い

ま

せ

ん

。

こ
れ

か

ら

で

い

い

の

で

す

。

赤

い

振

込

用

紙

が

同

封

さ

れ

て

い

る

方

は

、

ど

う

か

今

す

ぐ

お
振

込

み
下

さ

い
。

一
人

で
も

多

く

の
方

に

円
の
納
入
を

心

よ

り

お

願

い

い

た

し

ま

す

。

支
部
会
員
の
皆
様
、
日
頃

は
支
部
の
行
事
ま
た
活
動
に

何
か
と
ご
支
援
を
賜
り
有
難

う
ご
ざ
い
ま
す
。

既
に

「
や
ま
び
こ
」
６８
号

に
発
行
回
数
の
変
更
に
つ
い

て
、
お
知
ら
せ
致
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
第
４０
回
定
期
総

会
に
お
い
て
、
「
や
ま
び
こ
」

発
行
を
当
面
、
年
度
１
回
に

す
る
事
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
７．
号
か
ら
は
年
度
１
回

発
行
と
し
、
紙
面
の
充
実
を

図
る
一
方
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
活
用
し
タ
イ
ム
リ
ー
に
情

報
の
発
信
に
努
め
ま
す
。

こ
れ
ま
で
以
上
に
ご
支
援

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【役
員
の
紹
介
】

支

部

長

員
野

春
美

（昭
３‐
卒
）
新
任

副
支
部
長

田
邊

光
江

（昭
３３
卒
）
再
任

小
西

滋
美

（昭
３５
卒
）
再
任

浦
泉

洋
志

（昭
３７
卒
）
異
動

華
本

数
則

（昭
４２
卒
）
再
任

理
　

事

内
田

賀
久

（昭
３３
卒
）
新
任

井
上

美
治

（昭
４．
卒
）
再
任

図
金
　
達

（昭
４２
卒
）
再
任

佐
竹

勝
久

（昭
４２
卒
）
再
任

辺
見

豊
子

（昭
慇
卒
）
新
任

松
根

頼
明

（昭
４４
卒
）
新
任

川
原

達
夫

（昭
４７
卒
）
再
任

西
村

秀
美

（昭
４８
卒
）
新
任

吉
田

倫
子

（平
１０
卒
）
再
任

監

査

役

原
田
　
稔

（昭
３．
卒
）
新
任

鈴
木

宣
康

（昭
４９
卒
）
再
任

△〓
　
　
計

吉
田

倫
子

（平
１０
卒
）
再
任

桜 陵 会 近 畿 支 部 の ホ ー ム ベ ー ジ ヘ よ う こ そ !

平成16年 (2004年 )から運営していましたHPを リニューアル・移転しました。

フリーソフ トを利用しています
4JA、 いずれバージョンアップし内容を充実してま

いりますので、今後とも変わらぬご支援、ご協力をお願いします。

特に支部財政改善策の一環としてやむを得ず「やまびこJの発行が年 1回 に変

更されますので、これまで以上に重要な役割を持ったホームベージが求められます。

会員皆さんの情報もアップして参りますので、同窓生の近況、消息、どんなこ

とでも結構です。「おF03い 合わせJを クリックしてお寄せください。 (電 話でも可)

【ホームページ挨拶文】

酬…X」 http―¨晰赫ωげ蜃
【HP運営基本方針】 1桜陵会及び関連情報を中心に発信します。

2「やまびこJを補完する内容の充実に努めます。
3「楽しい同窓会」を模索・醸成に努めます。

畳
新
縁
皆
員
の
造
扮
ジ
】
　

一
り

は
に

会
も
高
齢
化
と
後
輩

一
邦
［
味

力 の
す お
る 役
社
」
安
」
短

一
不鰈
辟
瘍
鰈
黎
隋
酪
鰤
爾
晰

赫
一
崚
な
倒
れ
“
い
」
詢
軌
璃
颯

谷
内

秀
美

（昭
３８
卒
）
異
動

一
触
れ
、
感
動
や
元
気
を
授
か

一
だ
き
ま
し
た
。
微
力
な
が
ら

一
趾
讚
訳
趾
参
以
鰊
鰺
鰺
藤
　
　
一
　

し
か
し
、
阿
波
人
が
畿
内

け
止
一］統．て少一一鶉
一一「一̈賦

蒻
魃
一椰
霧

ご
依
頼
が
あ
り
、
監
査
役
を

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
思
い
ま
す
。

に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
　
　
　
一
た
が
、
徳
島
県
内
の
吉
墳
、
遺

動
の
継
続
を
目
標
に
努
め
て

一
会
の
危
機
な
ら
ば
少
し
は
役

一
近
畿
桜
陵
会
を
立
ち
上
げ
支

一　
　
‡

‐

十１
１

十１
　
　
一
邪
馬
台
国
」
は
阿
波
で
成
立

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

一
に
立
つ
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

一
え
て
来
ら
れ
た
諸
先
輩
方
の

一
　

皆
さ
ん
は
古
代
に
お
い
て

一
し
、
７
１
０
年
に
初
め
て
奈

苦
労
を
思
い
つ
つ
、
役
員

一
畿
内
は
も
と
よ
り
全
国
に
先

一
良
の
平
城
京
に
遷
都
し
た
、

桜
陵
会
事
務
局

岡
久

展

子

変
わ
り
な
く
お
過
ご
し
て
し

近
畿
支
音β
の

皆
様
に
は
お

温

か

い

応

援

の

お

気

持

ち

を

一
迎

パ

レ

ー

ド

に

は

、

本

校

生

一
を

プ

ラ

ス

に

と

ら

え

る

視

点

一
魂

神

社

」

（
や

ま

と

お

お

く

に

一
証

明

す

る

状

況

証

拠

は

数

多

い
た

だ

き

誠

に
あ

り

が

と

う

一
徒

が
プ

ラ

カ

ー
ド

役

を

務

め

一
で
学

習

し

て

い
き

た

い
と

思

一
た

ま

じ

ん

じ

ゃ
）

が

あ

り

、
　

一
く
ぁ
り
ま
す
。

池 高 生 も

れ

一
弥
呼
の
時
代
か
ら
な
の
で
す
。

Fテ  に
つ 目
て を
お 向
り  け
ま た
す 課
が 題

｀

研

こ 究
の も

で 角
す を
°

占
そ め
れ た
を 枢
裏 要
付 の
|ナ ナ也
る な
よ の

(ま 年
阿 間
1皮 に
に わ
都 た
を り
置 歴
い 代
た の
の 天
で 皇

す

皇
祖
の
地

阿
波

を

HP(ホームページ)リ ニューアルしました

桜陵会近畿支部のホームベージヘようこそ |

徳島県立池田高等学校の同窓生が集う同窓会「桜陵会Jの近畿支部です。

名簿登録会員数 2200名 余。1979年 (昭和54年 )設立。間もなく40周年を迎

えます。

毎年夏に開催される総会・懇親会 (や まびこめつどしつ を中心とした様々

な活動で、会員相互の親睦と、母校発展の応援を展開しています。

楽しい同窓会でありたい 1をモットーに。

池
高
だ
よ
り



(3)第 70号 桜 陵 会 近 畿 支 部 会 報 「 や ま び こ 」 平成30年 1月 1日

∧
三
校

（池
田
、
辻
、
三
好
）
統
合

ｖ

新
生
池
田
高
校
ス
タ
ー
ト

平

成

２９

年

４

月

か

ら

本

校

（
池

田
高

校

）

を

中

核

に
、

辻

高

校

、

三

好

高

校

の

三

校

が

再

編

成

統

合

さ

れ

「
新

生

池

田

高

校

」

と

し

て

ス

タ

ー

ト

し

ま
し

た
。

こ

れ

は

少

子

化

に
伴

う

教

育

行

政

上

の
必

然

的

な

対

応

で
し

ょ
う

が
、

″
新

時

代

″

を

迎

え

た

母

校

の
新

体

制

を

本

校

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

な

ど

か

ら

拾

い
上

げ

て

摘

記

し

て

み

ま

し
た
。

「
新

生

池

田
高

校

」

の
理

解

を

深

め

、
　
こ

れ

ま

で

以

上

に

母

校

発

展

に
寄

与

し

た

い

と

思

い
ま

す
。
　

　

【
事

務

局

】

４
月
１０
日
に
合
同
入
学
式

が
本
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
校
の
呼
称
は
本
校
は

「
池

田
高
校
」、
「池
田
高
校
辻
校
」
、

「池
田
高
校
三
好
校
」
で
、
校

訓
は
本
校
の

「質
実
剛
健
」
、

校
章
、
校
歌
も
本
校
の
も
の

に
統

一
さ
れ
、
制
服
は
新
し

い
デ
ザ
イ
ン
が
採
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

教
育
内
容
は
、
①
本
校
に

普
通
科
、
探
究
科

（理
数
科
）
、

辻
校
に
総
合
学
科
、
三
好
校

に
農
業
科
を
併
設
す
る
メ
リ
ッ

ト
を
活
か
し
た
教
育
、
②
こ
れ

ま
で
に
培

っ
て
き
た
池
田
高

校
、
辻
高
校
、
三
好
高
校
の
教

育
を
継
承
し
発
展
さ

せ
る
教
育
、
③
地
域
と

連
携
し
、
地
域
の
資

源
、
地
育
の
教
育
力

を
活
か
し
た
教
育
、
と

な
っ
て
お
り
、
「
地
域

に
根
差
し
、
地
域
か

ら
愛
さ
れ
る
学
校
、

そ
し
て
地
域
の
発
展

に
貢
献
で
き
る
人
材

を
育
成
で
き
る
学
校
」

を
目
指
す
、
と
し
て

い
ま
す
。

な
お
、
部
活
動
、
同

窓
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

は
こ
れ
ま
で
通
り
各

校
そ
れ
ぞ
れ
で
継
続

さ
れ
ま
す
。

は一フコ第「『暉ψ蟻脚脚［い　一　帥刹畔」華』嬌隧ばざぎ

一　て市ιこ̈
「中一̈
”務参（脚̈
　一̈
』慟讐警け」計げ臓詢

鰤一を押卿却″［ににつ「輸　一　ゲ螂畔串̈
一頼」』〔菱

名
恵まれた絶好のコンディ　一加で栄冠を勝ち取りまし

‐５

ンヽ
ョ
ン
で
あ
り
、
楽
し
く
プ
　
一　
た
。

け一̈
口宅することができま　一　⑭】削」だれば』嘲］蜘

一　ス噸判却』岬』け暉」埃け　一『議動一［まスす（罐賀県）を

さ
ん

（昭
４３
卒
）、
第
３
位
は
　
一　
　
　
　
　
　
　
【事
務
局
】

氏 名 南 1東 グロス HC
１

一
２

一
３

一
４

一
５

一
６

一
７

一
３

一
９

一
‐ ０

一
‐１

一
１２

一
‐ ３

一
‐ ４

化

木 又 健 次 G 471 95
正

正

一次

勝

一洋

一昭

田

一國

一内

七

一竹

一宮

45 461 91 1

30 43 451 88 1

40 41 81
久

一達

勝

一

竹

一金

佐

一國

４２

一蜆

53 491102 2

”

一４６

一４５

2

修

一則一数

上

Ｔ
不

森

一華

３〇

一
４２

13

15

77

80

藤 川 法 保 50 521102 2 81

81西 川  員 54 541108 2

平 尾 睦 巳 521102 18 ８４

一“

一８８

一田

徳 田 公 伸

宮  光 男

丸 岡 昭 文

％

一田

一４２

50 101|51 ‐５

一χ

一闘

57 54111

5811
佐々木清 621120 2

3校統合の

ポスター

(参考・ 日校訓 :辻 =「熟慮 実践 誠実 J、 三好 =「親和協力 清潔整頓 工夫努力 J)

統一されたもの 学  科 クラフ活動 同窓会 創立 (校名 )

本 校 校章

校訃

「質実剛健 J

校歌

「しののめの～

制服

普通科

探究科 (理数科 )

運動部 10部

文化音510音Б

桜陵会 大正 11年

池田中学校

辻校 総合学科

ぐ冑帳ビジネス系列、

生活デザイン系列、

医療・福祉系列)

運動部 8部

文化部・生産部

8部

蔦の葉会 大正 5年

女子実業学校

三好校 農業科 (食農科学秋

環境資源科 )

運動部 3部

文化部 4部

三好楓

同窓会

昭和 21年

二好農林学校

事務局が移転 しま した

役員異動に伴い、事務局が移転 しま した。新 しい住所は以下のとお りです。

桜陵会近畿支部へのご意見、住所変更の連絡などお寄せ ください。

徳島県立池田高等学校

桜陵会近畿支部 事務局

〒6360013 奈良県北葛城郡王寺町元町 2-11-3(華本方 )

TEL/FAX 0745-32-4792
ⅣIail mb56dm84nll@kcn jp

″
若

い
役
員
！

″

平
成
１０
年
卒

吉
田
倫
子
さ
ん

（旧
姓
・
田
村
）

昭
和
３０
年
（
４０
年
代
の
役

員
ば
か
り
の
中
で
、
小
さ
な

子
ど
も
さ
ん
一
人
を
連
れ
て

夕
方
か
ら
の
役
員
会
を
も
厭

わ
ず
参
加
す
る
姿
に
、
全
て

の
役
員
が
勇
気
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

役
職
は
理
事
と
会
計
を
兼

務
、
細
や
か
な
事
務
処
理
は

勿
論
の
こ
と

・、
会
議
の
流
れ

を
的
確
に
掴
み
、
無
駄
の
無

い
サ
ポ
ー
ト
カ
を
発
揮
。
子

ど
も
さ
ん
た
ち
も
、
和
や
か
な

雰
囲
気
作
り
に

一
役
買

っ
て

く
れ
て
い
ま
す
。

新役員 と吉田さんのお子 さん

豊

か

な

経

験

を

積

ん

だ

先

輩

方

と

若

者

が

協

力

し

、

参

加

す

れ

ば

田

舎

に
帰

っ
た

よ

う

な

ホ

ッ
と

安

心

出

来

る

集

ま

り

を

作

る

鷹

動

力

と

な

っ

て

く

れ

て

い

て
、

頼

も

し

い

桜

陵

会

の
縁

の

下

の

力

持

ち

の
存

在

で
す

。

支
部
創
設
４０
周
年
記
念

事
業

提
案
募
集

２

０

１

９

年

は

近

畿

支

部

創

設

４０
周

年

を
迎

え

ま

す
。

歴

史

あ

る

節

目

を

迎

え

る

に
あ

た

り

、

祝

年

を

記

念

し

た

事

業

を

実

施

し

た

い

と

思

い

ま

す

。

準

備

期

間

は

十

分

あ

り

ま

す

の

で
、

斬

新

な

企

画

を

お

待

ち

し

て

い

ま

す

。

ご

提

案

は
事

務
局

ま

で
。

◆封 筒 の宛 先 にあ る数 字 の見 方 ◆

T574--0000
大阪市○○区○○町

池田 町子様
30-45

上記左の 30は平成 30年 までの会費を

納入済み とい う意味です。

右の 45は卒年 です。

日
会
費
納
入
あ
り
が
と
う

ご
ざ

い
ま
し
た

会
員
各
位
に
は
、
当
会
運

営
に
ご
協
力
を
頂
き
誠
に
有

り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

当
紙
面
で
は
、
複
数
年
会

費
納
入
者
の
お
名
前
を
掲
載

さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
ご
協
力
、
ご
支
援

を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

年
会
費

　

１
２
０
０
円

５
年
会
費
　
　
６
０
０
０
円

１０
年
会
費
　
１
２
０
０
０
円

（平
成
２９
年
４
丹
～
平
成
２９
年
８

月
末
ま
で
の
会
費
納
入
者
）

◎
１０
年
会
費
納
入
者
霰
称
鬱

小
川
敦
美
（３３
）

宮
崎
栄
子
（３７
）

華
本
数
則
（４２
）

西
村
秀
美
（４８
）

鳥
谷
　
進
（平
１
）

◎
５
年
会
費
納
入
者

霰
称
堕

瀧
川
正
人
（３２
）

内
田
賀
久
（３３
）

初
坂
　
響
（３３
）

大
谷
利
典
（３５
）

家
田
恒
子
（３５
）
橋
本
千
恵
子
（３５
）

藤
　
迫
子
（３５
）

森
下
静
代
（３５
）

西
田
亘
克
（３６
）

矢
野
孝
廣
（３７
）

澤
井
き
よ
江
（４２
）
竹
井
裕
久
（４５
）

◎
２
年
会
費
納
入
者
は
１
名

内
藤
フ
ジ
子
（４２
）

◎
１
年
会
費
納
入
者
は
２２
名

※
会
報

「
や
ま
び
こ
」
は
、
皆

様
方
の
会
費
で
発
行
し
て
い
ま

す
。
会
費
未
納
者
は
、
本
年
度

分
よ
り
納
入
を
お
願
い
中
し
あ

げ
ま
す
。

年
会
費
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

会
計
・
吉
田
ま
で
（８
０
９
０
１

３
６
５
２
１
６
１
０
２
）

(順不同)賀 新 年謹

徳
支 桜島

置 曇最

PL近 池

呉
璧詈

部等
学
校野

(昭 31卒 )

〒
５
４
４
１
０
０
２
４
　
大
阪
市
生
野
区
生
野
西
３

Ｔ
Ｅ
Ｌ

（０
６
）
６
７
３
１
１
１
２
６
６

携
　
帯

０
９
０
１
６
９
１
７
１
１
７
５
１

徳
島

県
立
池

田
高
等
学
校

桜
陵
会

近
畿
支
部

監

査

役

原

田

稔

(昭31卒 )

放
送
・
通
信
・

京

放

株

取
締
役
会
長

防
犯
・
防
災

式

会

社

須

映
像

弱
電
設
備
全
般

忠
設

計

施
工

〒
６
０
１
１
１
４
３
３
　
一示
都
市
伏
見
区
石

田
大
山

町
３３
‐

５

Ｔ
Ｅ
Ｌ

（
０

７
５
）

５
７
３
１

３
３
０
１

携
　
苦７

０
９
０
１

３
７
０
８
１

１
９
１
９

株
式
会
社

日

米

総

本
村̈
一

（日
本
の
お
米
使
朋
の
食
事
を
提
供
）

特

竹

國

(昭 30卒 )

〒
６
５
２
１
０
８
６
２
　
神
戸
市
兵
庫
区
上
庄
通
３
１
２
１
“

Ｔ

Ｅ

Ｌ

（
０

７

８

）

６

８

１

１

１

３

８

１

Ｆ

Ａ

Ｘ

（
０

７

８

）

６

８

１

１

０

０

６

７

Ｕ

Ｒ

Ｌ
　
〓
〓
●
一ヽ
＼
‘
〓
ヨ

●
」ｏ
〓
げ
餌

ご

食
品

・
製
菓
原
料
等
の
輸
入
と
卸
売

モ
リ

ウ
２

商
事
株
式
会
社

♯
蒙
森

上

修

(昭30卒 )

〒
５
４
２
１
０
０
７
２
　
大
阪
市
中
央
区
高
津
３
１
２
１
２７

Ｔ

Ｅ

Ｌ

（
０

６

）

６

６

４

４

１

１

２

３

３

Ｆ

Ａ

Ｘ

（
０

６

）

６

６

４

４

１

０

３

０

６

な
が
き
ク
リ
ニ
ッ
ク
集
検
部

旭
レ
ン
ト
ゲ
ン
協
会

井

上

恵

(昭 28卒 )

〒

５

５

７
１

０

０
４

５
　

大

阪

市

西

成

区

王

出

西

２

１

１

１

５

４

Ｆ

Ｔ

Ｅ

Ｌ

（
０

６

）

６

６

６

１

１

８

８

２

７

Ｆ

Ａ

Ｘ

（
０

６

）

６

６

５

１

１

５

３

６

３

税
理
士

・

堀
　
一二

言:
所 士

芳

(昭 26卒 )

〒
５
３
０
１
０
０
４
３
　
大
阪
市
北
区
天
満
２
丁
目
１２
番
２０
号

Ｔ

Ｅ

Ｌ

（
０

６

）

６

３

５

２

１

５

７

２

１

０

～

５

番

Ｆ

Ａ

Ｘ

（
０

６

）

６

３

５

２

１

５

７

２

０
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ボ
ラ
ン
學
で
ア

ラ
イ
フ
リ
８
夕
（

躁

＾

夢
は
染
織
の
サ
ロ

ン
を
開
く
こ
と

西
村
秀
美

０
４８
６

２
０
１
４
年
９
月
、
私
は

タ
イ
に
居
ま
し
た
。
被
災
地

東
北
で
作

っ
た
縦
糸
を
元
に

織
り
繋
い
で
、
３
１
１
研
の

織
物
を
製
作
す
る
と
い
う
ツ

ナ
ミ
ク
ラ
フ
ト
主
催
の
″
織
り

繋
ぎ
″
ツ
ア
ー

「
タ
イ
編
」
に

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
で
参
加
し
た

た
め
で
す
。

ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
に
よ

る
津
波
被
災
地
を
巡
り
、
地

域
の
方
々
に
集
ま

っ
て
い
た

だ
き
、
プ
ー
ケ
ッ
ト
さ
を
り

セ
ン
タ
ー
で
お
借
り
し
た
機

り
機
を
使
用
し
、
み
ん
な
で

少
し
ず
つ
織
り
繋
ぐ
の
で
す
。

ツ
ナ
ミ
ク
ラ
フ
ト
の
東
山
さ

ん
、
ア
ン
ダ
マ
ン
デ
ィ
ス
カ
バ

リ
ー
の
ト
ゥ
イ
さ
ん
と
私
の

３
人
で
、
学
校
や
施
設
、
支

援
セ
ン
タ
ー
や
民
家
を
廻
り

ま
し
た
。

こ
の
織
り
繋
ぎ
は
ニ
ュ
ー

ョ
ー
ク
で
も
実
施
さ
れ
、
翌

年
１
月
１７
日
の
神
戸
の
震
災

記
念
日
に
は
、
３
１
１
属
の
織

物
が
完
成
し
、
神
戸
で
展
示
。

新
聞
に
も
大
き
く
取
り
上
げ

ら
れ
ま
し
た
の
で
、
ご
存
知

の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ

の
取
り
組
み
に
参
加
し
た
お

陰
で
、
織
物
の
持
つ
力
を
実
感

し
、
こ
れ
が
私
の
織
り
に
対
す

る
考
え
方
の
元
を
作

っ
て
く

れ
ま
し
た
。

現
在
、
現
代
繊
り
と
京
都

の
伝
統
工
芸
士
の
先
生
に
師

事
し
、
今
年
６
月
に
は
先
生

や
、
お
召
し
を
考
案
さ
れ
た

３
５
０
年
続
く
織
元
の
社
長

さ
ん
ご
夫
妻
に
徳
島
の
私
宅

で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、

地
元
の
方
１８
名
が
参
加
、
「閉

塞
感
が
有

っ
た
け
れ
ど
、
な

ん
だ
か
ス
ー
ッ
と
晴
れ
ま
し

た
」
と
い
う
感
想
を
寄
せ
て

く
れ
ま
し
た
。
何
か
を

一
緒

に
や
り
た
い
と
い
う
気
持
ち

に
も
な
っ
て
く
だ
さ

っ
た
よ

う
で
す
し
、
先
生
方
も
次
国

の
開
催
を
心
待
ち
に
し
て
く

だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
が
気
軽
に
集
え
楽

し
め
る
サ
ロ
ン
を
開
く
こ
と

を
夢
見
て
、
人
と
の
出
会
い

や
学
び
を
大
切
に
し
、
近
い

将
来
是
非
と
も
実
現
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
（宇
治
市
在
住
）

古
里
再
発
見

頭
師
　
隆

０
３３
３

昭
和
３３
年
卒
業

（普
通
科
・

被
服
科
）
の
同
窓
会
は
、

１０

月
５
、

６
日
開
か
れ
２５
名
が

参
加
し
た
。
（
う
ち
近
畿
か
ら

１０
名
）

池口3井1

Ｒ

・

５
日
は
、
香
川
県
琴
平
町

の
琴
参
閣
で
の
夜
の
宴
会
で
、

幹
事
か
ら
母
校
は
辻
高
校
、

三
好
高
校
と
統
合
し
新
生
池

田
高
校
と
な
っ
た
。
野
球
部

は
秋
の
大
会
で
は
２
回
戦
で

敗
退
し
た
が
、
１
４
０
キ
ロ

台
の
本
格
速
球
投
手
が
１
年

生
に
お
り
、
来
夏
の
甲
子
園

出
場
も
夢
で
は
な
い
な
ど
の
報

告

が

あ

っ
た
。

６

日

は

、

Ｊ

Ｒ

四

国

に
新

た

に

登

場

し

た

豪

華

列

車

「
し

こ
く

の

ま

ん

な

か

千

年

も

の

が

た

り

」

に
琴

平

駅

か

ら

乗

車

。

地

元

の
食

材

を

ふ

ん

だ

ん

に

使

っ
た

洋

風

弁

当

に

舌

鼓

を

う

ち

、

大

歩

危

、

小

歩

危

の

絶

景

を

眼

下

に

、

古

里

に

は

こ

ん

な

素

晴

ら

し

い

自

然

が

あ

る

の

だ

と

再

確

認

を

し

、

池

田

駅

で
次

回

も

元

気

で

の

再

会

を

約

し

帰

路

に

つ
い
た
。
　

　

（大

東

市

在

住
）

３８
年
卒
同
窓
会

谷
内
秀
美
０
３８
６

２

０

１

７

年

７

月

１

日
、

３

年

振

り

に

地

元

の

池

田

町

「
八

番

館

」

に

て
開

催

。

参

加

人

数

は

３４

名

（
男

子

１８

名

。

女

子

１６
名
、

近

畿

か

ら

１０
名
）
。

７３

歳

と

な

り

、

会

場

に

入

る

前

は

顔

と

名

前

が

思

い
出

せ

な

く

て
頭

を

巡

っ
て

い
ま

し

◆
「秋
の
家
族
ハ
イ
キ
ン
グ
」

中
止
し
ま
し
た
¨

１０
月
２９
日
開
催
予
定
で
あ
っ

た
恒
例
の
家
族
ハ
イ
キ
ン
グ

は
、
台
風
２２
号
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
た
た
め
急
速
１０
月
２５

日
中
止
を
決
め
、
ホ
ー
ム
ベ
ー

ジ
に

「
緊
急
連
絡
」
と
し
て

中
止
記
事
を
掲
載
す
る
一
方
、

事
前
申
し
込
み
の
方
に
は
電

話
連
絡
し
ま
し
た
。

訃

報

橋
本
　
俊
彦
さ
ん

（昭
３５
卒
）

石
田
　
豊曇
一さ
ん

（昭
５５
卒
）

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

た

が

、

全

員

名

札

を

付

け

３０

分

ほ

ど

懇

談

す

る

と

、

あ

あ

あ

…

ど

高

校

時

代

が

甦

り

活

発

な

笑

い
声

が

響

き

、

田

舎

言

葉

が

飛

び

交

い
最

高

潮

で
、

あ

っ
と

い

う

間

の

２

時

間

で

し

た
。

二

次

会

は

例

に

よ

っ
て

カ

ラ
オ

ケ

ス
ナ

ッ
ク

ヘ
。
　

コ
局
校

三

年

生

」

か

ら

始

ま

り

、

止

ま

り

ま

せ

ん

。

印

象

は

や

か

ま

し

い
？

？

？

…

で
す

ね
。

記

念

撮

影

を

し

、
次

回

（
後

期

高

齢

）

を

約

束

し

散

会

と

な

り

ま

し

た

。

「
み

ん

な

、

元

気

で
ま

た
会

お

う

！
」

（
奈

良
市

在

住
）

編
集
後
記

◆

新

年

発

行

の

「
や

ま

び

こ
」

は

残

念

な

が

ら

今

７０

号

が

最

後

。

今

後

は

年

１

回

発

行

（
７
月

）

と

な
り

ま

す
。

編

集

子

達

に

は

性

泥

た

る

感

慨

が

あ

っ
た

こ

と

は

否

定

で
き

ま

せ

ん
。
　

　

　

　

（
Ｈ
）

０

厳

し

い
状

況

下

に
、

「
や

ま

び

こ
」

発

案

者

で

も

あ

っ
た

新

支

部

長

（
就

任

挨

拶

）

に
、

リ

ー
ダ

ー
を

託

す

こ
と

に
な

っ

た

縁

の
不

思

議

さ

。

か

つ
て
、

来

賓

か

ら

「
近

畿

が

い

ち

ば

ん

華

や
か

」

と

評

さ

れ

た

総

会

。

新

体

制

で
近

畿

支

部

の

隆

盛

を

誓

う

新

年

と

し

た

い

も

の

で
す
。
　

　

　

　

　

（
Ｕ
）

織 り繋 ぎに参加の タイの子 ともたち

祠賽ゝ晰

33年卒 同窓 会

(順不 同)
謹 賀 年 /隋新鱚

中
村
竜

司

♀
３
ｔ

日本で初めての レースラフティングの世界大会「 ラフティング

世界選手権 2017」 力`、 10月 6日 か ら9日 にわたって三好市が誇 る

清流、吉野川で、盛大に開催 されました。

日本チームは、ュース、 ジュニア、オープン、マスターズのそ

れぞれ男女の 8カ テゴリーに出場。開催国の意地を見せ、それぞ

れの部門で入賞に絡み、オープン女子、マスターズ男子の部にお

いては、見事、総合倒勝の栄冠に輝きました !

また、男女とも地元高校生で編成 されたユースチームTRAKU
T。 トラク トが、今大会の優勝チームのメンバー らの熱心なナ旨導

の もと練習を重ね、種 目別競技で、大会初 日に男子が、H2Hで
2位、女子は、テクニ ックを生か しスラロームで 3位に入賞、惜

しくも総合入賞は逃がすものの、最終 日の大豊町豊永～岩原で行

われたダウンリバーまで世界をオロ手に堂々とした闘いぶりで、応

援する観衆にも大きな感動を与えま した。

また、 この大会にともなって、 ラフティングや観光関係者はも

とより、大学生や一般ボランティア、救護ボランティア、自衛隊、

消防団、町婦人会など、多 くのパ ックアップがあったことで、山

肌が迫る急峻な国道32号線沿いの吉野川の最激流地で、特に大き

なアクシデン トもな く大会を成功に導いたことは、何よりの成果

だったのではないで しょうか。

大会期間中は「 ここはどこだっけ ?Jと思 うほどの人と国際色

地域の魅力を再確認 しました。吉野りlk最高 !

(三好市在住)

世界のテクニック・パワーに大歓声 !

38年 卒 同 窓 会

門
の
あ
る
店

鑢
輩
鐵
舅

〒

５

５

０
１

０

０

０

２
　

大

阪

市

西

区

江

戸

堀

１

１

１５

‐

３０

Ｔ

Ｅ

Ｌ

（
０

６
）

６

４

４

８
１

５
２

６

３

Ｕ

Ｒ

Ｌ
　
〓
諄
も
ヽ
ヽ
ロ
ヨ
‘

す
ｏ
●
８

ピ

新

。
抒
情
歌
を
歌
う

　

♪

♪

♪

第
２
回

み
さ
さ
ぎ

（陵
）
コ
ン
サ
ー
ト

日

時
　
平
成
３０
年
６
月
７
日
０
　
午
後
２
時
～

場

所
　
江
久
庵
２
階
ホ
ー
ル

（堺
市
堺
区
）

主
〒

富
　

水ヽ
　
泰
　
行

（電
話

０
９
０
１
６
９
６
５
１
６
１
３
１
）

(昭35卒 )
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